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【方法】対象者は、宮城県に居住し出産予定日が 2014 年 2 月 1 日以降の妊婦とその子ども、
子どもの同胞、子どもの父親、子どもの祖母・祖父、子どものその他の家族で、調査に参







【結果】2013 年 7 月に宮城県南地区より調査を開始し、2013 年 9 月 20 日には仙台市内の
医療機関でも調査を開始した。2014 年 5 月 19 日現在、妊婦 3,244 人、子どもの父親 548 人、
子どもの祖父母 309 人、子どもの同胞 565 人が参加し、出生した子どもは 684 人になった。
発表当日に詳細な結果を示す。	 
【結論】2013 年 7 月から調査が開始され、順次対象地区・協力医療機関を拡大し、参加を
募っている。今後、震災により増加すると懸念する疾患、社会的要請の強い疾患について
評価し地域支援につなげ、三世代の遺伝継承性に基づく遺伝・環境要因の両方を考慮した
調査を行い、個別化予防・医療の実現に向けた計画を実施する。東北メディカル・メガバ
ンク事業では住民に分かりやすく説明し、コホートの精度を高く保つよう調査を実施する。	 
	 
	 	 
